



協力会社様　各位

ヤハギ道路株式会社
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　                                            

暴力団排除条例に伴う表明確約書の提出依頼について


拝啓、貴社ますますご繁栄のこととお喜び申し上げます。
平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。
さて、ご周知のとおり各都道府県で暴力団排除条例が施行され、反社会的勢力の排除に向けての取組みが行われております。建設業界におきましても社団法人日本建設業団体連合会等を中心に建設事業等からの反社会的勢力の排除に向け、暴力団排除条項の普及強化を図るなど、業界一丸となってその排除を推し進めております。
当社におきましても反社会的勢力との関係遮断を行動規範で定め、工事請負契約約款に反社会的勢力に対する対応を盛込むなどしてまいりましたが、今般このような情勢を踏まえ協力会社に対して「反社会的勢力ではないこと等に関する表明確約書」の差入れを実施することと致します。
つきましては、添付しております表明確約書にご記名・捺印のうえ、ご提出のほどお願い申し上げます。何卒ご理解・ご協力の程お願い申し上げます。
敬具


1．添付書類（提出書類）
反社会的勢力ではないこと等に関する表明確約書		1通

　　　　2．本件に関する問合せ先
　　　　　 事業本部　事務グループ（TEL0565-46-6211）


反社会的勢力ではないこと等に関する表明確約書

ヤハギ道路株式会社
代表取締役社長　　櫻井　正典　殿


　　　　　　　　　　　　　（以下、「当社」と言う。）は下記記載の１から６の項目に対し虚偽の報告なく表明、確約することを誓約します。

１　当社は、現在又は将来にわたり、次の各号の反社会的勢力のいずれにも該当しないことを表明、確約いたします。
1 暴力団
2 暴力団員
3 暴力団準構成員
4 暴力団関係企業
5 [bookmark: OLE_LINK1][bookmark: OLE_LINK2][bookmark: OLE_LINK3]総会屋等、社会運動等標ぼうゴロ
6 暴力団員でなくなってから５年を経過していない者
7 その他前各号に準ずる者

２　当社は、現在又は将来にわたり、前項の反社会的勢力又は反社会的勢力と密接な交友関係にある者（以下、「反社会的勢力等」と言う。）と次の各号のいずれかに該当する関係がないことを表明、確約いたします。
1 反社会的勢力等によって、その経営を支配される関係
2 反社会的勢力等が、その経営に実質的に関与している関係
3 反社会的勢力等を利用する関係
4 反社会的勢力等に対して資金等を提供し、又は便宜を供与するなどの関係
5 その他反社会的勢力等との社会的に非難されるべき関係

３　当社は、自ら又は第三者を利用して次の各号のいずれの行為も行わないことを表明、確約いたします。
1 暴力的な要求行為
2 法的な責任を超えた不当な要求行為
3 取引に関して脅迫的な言動をし、または暴力を用いる行為
4 風説を流布し、偽計又は威力を用いて貴社の信用を毀損し、又は貴社の業務を妨害する行為
5 その他前各号に準ずる行為

４　当社は、下請け又は再委託先業者（下請け又は再委託契約が数次にわたるときは、その全てを含む。以下同じ。）との関係において、次の各号のとおりであることを表明、確約いたします。
1 下請け又は再委託先業者が前１及び２に該当せず、将来においても前１、２及び３に該当しないこと
2 下請け又は再委託先業者が前号に該当することが判明した場合には、直ちに契約を解除し、又は契約解除のための措置をとること

５　当社は、下請け又は再委託先業者が、反社会的勢力から不当要求又は業務妨害等の不当介入を受けた場合は、これを拒否し、又は下請け又は再委託先業者をしてこれを拒否させるとともに、速やかにその事実を貴社に報告し、貴社の捜査機関への通報に協力することを表明、確約いたします。

６　当社は、これら各項のいずれかを満たさないと認められることが判明した場合及び、この表明、確約が虚偽の申告であることが判明した場合は、催告なしでこの取引きが停止され又は解約されても一切異議を申し立てず、また賠償ないし補償を求めないとともに、これにより損害が生じた場合は、一切の当社の責任とすることを表明、確約いたします。




　　　年　　　月　　　日


会社名：                                         
住　所：                                         
代表者：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
反社会的勢力ではないこと等に関する表明確約書参考記入例


ヤハギ道路株式会社
代表取締役社長　　櫻井　正典　殿

株式会社　○△工務店

　　　　　　　　　　　　　（以下、「当社」と言う。）は下記記載の１から６の項目に対し虚偽の報告なく表明、確約することを誓約します。

１　当社は、現在又は将来にわたり、次の各号の反社会的勢力のいずれにも該当しないことを表明、確約いたします。
1 暴力団
2 暴力団員
3 暴力団準構成員
4 暴力団関係企業
5 総会屋等、社会運動等標ぼうゴロ
6 暴力団員でなくなってから５年を経過していない者
7 その他前各号に準ずる者

２　当社は、現在又は将来にわたり、前項の反社会的勢力又は反社会的勢力と密接な交友関係にある者（以下、「反社会的勢力等」と言う。）と次の各号のいずれかに該当する関係がないことを表明、確約いたします。
1 反社会的勢力等によって、その経営を支配される関係
2 反社会的勢力等が、その経営に実質的に関与している関係
3 反社会的勢力等を利用する関係
4 反社会的勢力等に対して資金等を提供し、又は便宜を供与するなどの関係
5 その他反社会的勢力等との社会的に非難されるべき関係

３　当社は、自ら又は第三者を利用して次の各号のいずれの行為も行わないことを表明、確約いたします。
1 暴力的な要求行為
2 法的な責任を超えた不当な要求行為
3 取引に関して脅迫的な言動をし、または暴力を用いる行為
4 風説を流布し、偽計又は威力を用いて貴社の信用を毀損し、又は貴社の業務を妨害する行為
5 その他前各号に準ずる行為

４　当社は、下請け又は再委託先業者（下請け又は再委託契約が数次にわたるときは、その全てを含む。以下同じ。）との関係において、次の各号のとおりであることを表明、確約いたします。
1 下請け又は再委託先業者が前１及び２に該当せず、将来においても前１、２及び３に該当しないこと
2 下請け又は再委託先業者が前号に該当することが判明した場合には、直ちに契約を解除し、又は契約解除のための措置をとること

５　当社は、下請け又は再委託先業者が、反社会的勢力から不当要求又は業務妨害等の不当介入を受けた場合は、これを拒否し、又は下請け又は再委託先業者をしてこれを拒否させるとともに、速やかにその事実を貴社に報告し、貴社の捜査機関への通報に協力することを表明、確約いたします。

６　当社は、これら各項のいずれかを満たさないと認められることが判明した場合及び、この表明、確約が虚偽の申告であることが判明した場合は、催告なしでこの取引きが停止され又は解約されても一切異議を申し立てず、また賠償ないし補償を求めないとともに、これにより損害が生じた場合は、一切の当社の責任とすることを表明、確約いたします。







[bookmark: _GoBack]西暦　　　年　4　　月　　20　日
株式会社　○△工務店
豊田市小坂本町○－△－○
代表取締役社長　○△　一郎

会社名：印

住　所：
代表者：　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
